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Ⅰ　緒　　　言

ヤーコン（Smallanthus sonchifolius（Poepp. &

Endl.）H. Robinson）はアンデス高原原産のキク科

作物で，塊根を食用とする１）．塊根には機能性を有

するフラクトオリゴ糖が含まれ，その含有率は乾物

の60～70％にも達する４）．わが国では，1984年に

ペルーＡ群系統が導入されて以来，ヤーコンは各地

で栽培され，幾つかの産地が形成されてきている７）．

しかし，塊根はサラダなどの生食だけでなく煮物や

揚げ物などとしての有用性があり，フラクトオリゴ

糖を多く含んでいるにもかかわらず栽培の広がりは

緩やかである．その要因として，中南米の冷涼な気

象の地域を原産地とするヤーコンは日本の気候に適

応性が低いこと，塊根の収量の不安定性や塊根の亀

裂（裂根）が多発することで外観品質が低下するこ

と，また，栽培の拡大に伴い，消費者が要望する塊

根の色や食味など，多様な特性を有する品種育成へ

の対応が不十分であることが考えられている２）．近

畿中国四国農業研究センター（以下当研究センター）

では，これまでに「サラダオトメ」，「アンデスの雪」，

「サラダオカメ」という裂根が少なく多収な３品種を

開発した３，６）．現在では導入当時のペルーＡ群系統

に代わってこれらの栽培が広がってきているが，更

なるヤーコンの普及のためには，新たな特産地の形

成や拡大が不可欠であり，収量や品質の向上，消費

者ニーズに応えられる多様な特性を持つ品種の育成

が求められている．このような状況の中，新たに，塊

根の皮色が赤紫色で多収な「アンデスの乙女」を育

成したので，その育成経過と特性について報告する．

品種を育成するにあたり，系統適応性検定試験を

快く引き受けていただいた北海道立花・野菜技術セ

ンター，北海道立北見農業試験場，長野県野菜花き

試験場，ならびに，生産力検定試験実施にあたり便

宜を図っていただいた愛媛県中予地方局産業振興課

地域農業室久万高原農業指導班の各位に対し心から

感謝申し上げる．また，多大な支援をいただいた当

研究センター業務科職員および契約職員各位に対し

心から感謝を申し上げる．

Ⅱ　育 成 経 過

収量や品質の向上および多様な形質を持つ品種の
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作出を目標に育種に取り組んだ．国際バレイショセ

ンターから導入した「SY107」と，日本初のヤーコ

ン品種「SY201」（「サラダオトメ」）を1997年に交

配し，その胚培養実生個体から「97C5-56」を得た

（第１図）．更に変異の拡大を図るため，「97C5-56」

とペルーＡ群の「SY11」を2000年に交配して得た

胚培養実生個体から「00J4-32」を選抜した．この系

統は2003年から2005年の系統選抜試験および2006

年の生産力検定試験において，地上部の生育が旺盛

であり，塊根は多収で裂根が少なく，皮色が既存品

種にない赤紫色という特徴があったので，2007年に

「SY237」の系統名を付した．2007年から北海道立

花・野菜技術センター，北海道立北見農業試験場，

長野県野菜花き試験場で系統適応性検定試験を実施

し，2009年に概ね有望と判定されたため，「アンデ

スの乙女」と命名し，2011年３月に品種登録出願を

行い，2014年２月に品種登録された（品種登録番

号：第23007号）．

Ⅲ　特　　　性

１　形態的特性および生態的特性

第１表に育成地での生産力検定試験耕種概要を示

す．育成地における生産力検定試験は，2006年から

2009年の４カ年，愛媛県久万高原町にある愛媛県中

予地方局産業振興課地域農業室久万高原農業指導班

の圃場（標高500ｍ，黒ボク土壌）において，標準

品種を「サラダオトメ」，対照品種を「SY11」とし

て実施した．

第２表および第３表に育成地における特性調査お

よび評価を示す．「アンデスの乙女」の草姿は中間

型で草勢はやや強く，葉色は濃く（写真１），開花

は「サラダオトメ」や「SY11」に比べ早い．「アン

デスの乙女」の生育中期における地上部上部のアン

トシアンの着色度は「強」であり，同じ「強」であ

る「サラダオトメ」や「SY11」に比べ更に広範囲

で着色する．４カ年の茎長の平均は，「サラダオト

メ」，「SY11」がそれぞれ162㎝，157㎝に対し，「ア

ンデスの乙女」は179㎝で長い傾向である．株あた

りの茎数は４カ年の平均で，「サラダオトメ」，

「SY11」がそれぞれ8.5本，7.2本に対し，「アンデス

の乙女」は10.9本で多く，地上部重も2.09㎏，1.39

㎏に対し3.10㎏で大きい（写真２）．また「アンデ

スの乙女」は株あたりの塊根数が14.5本で多く，塊

根の総収量はａあたり542㎏で，「サラダオトメ」，

「SY11」それぞれ176㎏，152㎏に対し極めて多い．

「アンデスの乙女」の塊根は平均１根重が「サラダ

オトメ」，「SY11」それぞれ140ｇ，167ｇに対し

206ｇで大きく，裂根率が5.9％で裂根も少ない．

「アンデスの乙女」の塊根形状は滑らかな紡錘形で，

揃いもよく，外観品質は良好である（写真３）．「ア

ンデスの乙女」の塊根の収穫後の皮色は濃い赤紫色

で，肉色は淡橙黄色である（写真４）．「アンデスの

乙女」の塊根の糖度，食味は「サラダオトメ」と同

程度である．前述ように「アンデスの乙女」は大型

の塊根で揃いも良く，極めて多収であるため，青果

用，加工用ともに有望と考えられ，総合評価は「優

れる」とした．なおデータには示していないが，

「アンデスの乙女」の塊根は，３月末までの室温貯

蔵では腐敗もなく内部の褐変やス入りもほとんど認

められなかったため，実用上十分な貯蔵性を有して

いると判断される．

２　系統適応性検定試験場所の試験成績および評価

北海道立花・野菜技術センター（北海道滝川町），

北海道立北見農業試験場（北海道北見市），および

長野県野菜花き試験場（長野県長野市）の３カ所に

おいて，標準品種を「サラダオトメ」，対照品種を

「SY11」とし，北海道立花・野菜技術センターでは

2007～2008年の２カ年，北海道立北見農業試験場

および長野県野菜花き試験場では2007～2009年の

３カ年において系統適応性検定試験を実施した．耕

種概要は第４表のとおりで，結果を第５表，第６表

に示す．
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第１図　「アンデスの乙女」の育成経過

１）1991年導入のボリビア在来系統．

２）1984以降にニュージーランドから導入されたペルーＡ群の

１クローン．

３）1992年，国際バレイショセンターより導入．




















